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去
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成
２３
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１２
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５
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於
り
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成
２３
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農
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功
労
者

表
彰
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行
わ
れ
、
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組
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に
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い
て
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理
事

（行
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２
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表
彰
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Ｆ
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績
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たつ年生まれの に今年の抱曰覆う

|

/山□仁市郎さん
(S39年生まれ)

した

年月が過ぎるのは早いもので そろそろ健康に気を
つけないといけない年になつてきました.私を含め、
家族が健康で暮らせる事を願うばかりです。

還暦を迎えて 人生年月の早さにおどろいている
今日この頃です。これからも健康に気をつけて、

妻と共にこつこつと農業を頑張つて行きたいと思

います.

北崎 博文さん
(S27年生まれ)

岡野 和弘さん
(S27年生まれ)
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内野 正夫さん
(S27年生まれ)

の
申

意

ヽ
　

年

舞

注

。

昨

見

に

す

お

康

ま

今年 よ年男とともに還暦を迎え より健康に注
意しなから充実した一年にしたいと思います。ま

た息子たちとともにビーマンの品質、収量の向上

を目指し頑張つていきたいと思います。

還暦を迎える年にあたり、

以上に安全でおいしい果樹

たいと思います。

笹目 節雄さん
(S2フ年生まれ)

健康に留意し 今まで
(梨)野 菜作りに励み

‐
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石川 恭二さん
(S15年生まれ)
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清水 隆治さん

1_,7     (S]5年
生まれ)

今年は年男でありますか 今まで同様 健康に留意
し、家族仲良く安心できる野菜を生産して行きたいと

思います。

水貝 信義さん
(S27年生まれ)

家族と楽しく週こしていきたいと思います.

内田 幸男さん
(S27年生まll)

気がつけば5回目の年男.こ llか らも地域の皆様のこ

指ξを頂きなから 今までll上に健康に留意し家族仲
良く充実した一年にしたいと思つています.

合に入つて30年目の節目の年となる今年 組合員の
方々に少しても役に立てる仕事を心かけて行きたいと

思います。

直接農業に従事して4年と日も浅く 地域の皆さんの
温かいこ指導を頂きなから何とかやつてこれました.

これからも「日々勉強」で地域の皆さんと共に預張つて

|いきたいと思います。

横田 昇―さん
(S39年生まれ)

皆川 恵美さん
(S63年生まれ)

毎日過こしたいと思います.

飯島 里菜さん
(H12年生まれ)

r=

・、
今年は6年生なので 勉強やリッカーを今まで以上に
頑張ります。たくさん試合に出られるように練習し、

これからもすつと,ッカーを続けていきたいです.

_鳳F‰・ |

心身共に健康を保つて
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1乍年、9■ 21日 の「台I115号 Jでは 当組合管内全l・tに被害が発生し、延392戸  1.10311が被害を受け
5,300「」円を超える大きな支払いとなりました。支払共 lr金は、11月 29日 に各指定金融機関へ振込みを終

了しました.

今後、冬場の「寒冷低気圧J 春先の「春 番Jと 多くの被害が予想されます.,NOSAI鹿行では、現在
皆さんの大切なハウスを守るため、カロ入推進を行っております.ぜひこの機会に、同芸施設共済へのご加
人をおFngぃ致します。おかげさまをもちまして、22年度の実績で35,744棟のご加入を」●いております。

l‐ 加入できるもの

施設本体 附帯施設 施設内農作物

● 対象となる災害
風水害 ひょう書 雪害 鳥譲害外
C補 1賞期間
4ヶ月～1年 (作物に合わせた期間)

0無 事戻 し金
3年間無事故の場合 掛金の一部を
無事戻し金として支払います

0国庫負担
掛金の半分を国か負担しています

0農業の必要経費
掛金 よ全額必要経費とみとめられ

所得の控除か受けられます

‐~共
済掛金

]棟 ことに引受評価をし、掛金を決

定します。経過年数 被覆材の種類
等で掛金が変わります

C,損害評価
]棟ことに評価し共済価額の ]割又

よ 3万円以上の損害額があつた場
合に、支払しヽ対象となります

.ヽ詳しいお問合わせや災害の発生したときは

■22年度地区別引受実績
鉾田市  鹿嶋市  神栖市
26214   980  4,561

行方市  潮来市
3,780   209

農 産 課
TE1 0299‐ 90‐4000

(単位 1棟 )

合  計
35744

▲ 台風 ]5号での全損被害

引受棟数

棟
38000

36000

34000

32000

30000

28000

26000

240]0

引受面積
a

1,0000

100000

90000

80000

70000

60000

50000

年度別引受実績

1撃名義
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左から

博さん (父 )、 とき子さん (母 )、弘―さん、

まさ美さん (妻 )、 八ルさん (祖母 )、

莉理さん (次女)、 聖弥くん (長男)、奈々さん (長女)

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
変
な
毎
日
を
過
こ

し
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
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族
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切
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を
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今
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以
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合
っ
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取
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ん
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。

今
後
も
消
費
者
の
皆
様
の
気
持
ち
を
第
一に
考

え
、
安
心
し
て
食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
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を
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め
て
生
産
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
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す
。

10,952,655    10,952.655        1

消
費
者
に
安
心
を
届
け
た
い

鉾
田
市
舟
木

赤
上
　
弘

一
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ん

（３８
）

こ

一
家

我
が
家
は
、
私
達
夫
婦
　
両
親
と
実
習
生
で
水

菜
の
施
設
園
芸
に
よ
る
野
菜
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を
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こ
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0へ   び 年
今回も3択です、番号でお答え下さい。

旧
大
洋
村

の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時
代
　
弥
生

時
代
に
ま

で
迦
り
、
北
浦
に
面
し
た
丘
陵
地
域

一

帯
に
は
、
遺
跡
　
住
居
跡
　
古
墳
が
多
数
発
見
さ

れ
て
い
る
。

と
く
に
梶
山
古
墳
群
は
、
鹿
行
地
方

で
は
稀

に

み
る
大
型

の
円
墳

で
、
直
径
が
約
四
ト

メ
ー
ト
ル

高
さ
が
約
五
メ
ー
ト
ル
前
後

の
円
墳
が
六
基
点
在

し
て
い
た
が
、
現
在
三
基
を
残
す
だ
け
と
な

っ
て

い
る
。
（前
方
後
円
墳
九
基
　
円
墳
十
九
基
が
記
録

さ
れ
て
い
る
）

古
墳
は
、
大
正
年
間
に
開
墾
さ
れ
大
部
分
が
畑
地
と
な
り
、
昭
和
五
十

一
年
、
農

作
業
中
に
石
棺
の

一
部
が
発
見
さ
れ
た
の
を
き

つ
か
け
に
、
本
格
的
な
発
掘
訓
杏
が

開
始
さ
れ
た
。

石
棺
内
か
ら
は
、
埋
葬
さ
れ
た
五
体
の
人
骨
と
、
副
埋
葬
品
と
し
て
、
直
刀
十
振
、

耳
環
三
個
、
刀
子

一
日
、
上
類
七
二
四
個
が
出
土
し
た
。

人
骨
は
す
べ
て
成
人
骨
で
あ
り
、
七
世
紀
初
頭
の
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
埋
葬
状
態
、
副
埋
葬
品
の
人
刀
や
多
数

の
工
類

の
出
土
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
古
墳

の
被
者
葬

は
、
古
墳
時
代
後
期
に
お
け
る
、
北
浦
東
岸
地
方
を
代

表
す
る
、
一豪
族
的
人
物
の
墓
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
出
上
品
は
、
鉾
田
市

「大
洋
公
民
館

」
に

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

新
年
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け
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で
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う
ご
ざ

い
ま
す
。
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。
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．
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前方後円墳
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口問題の答え

0 番
目広報紙やNOSAに
対する

こ意見 こ要望

■住 所 口電話番号
■氏 名 ■職 業
■年 齢

◆応募方法
まかきて、左記事項を必ず記入の上、鹿行震業共済組合

企画課までこ応募下さい。尚eメールでの受付もいたして

おります。正解者の中から抽選で糧品をブレゼン トしヽた

します。
※●専者●|¬人情封13 ■呈●発逮■●I清事■■進に■

=に
月ヨします.

◆ 締切
平成 24年 2月 28日 (当日消EO有効 )

◆ メールアドレス
quiz@nosa rokko orip


